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山形県  戸沢村

　

春
の
農
作
業
が
始
ま
り
、
い
か
に
も

戸
沢
村
ら
し
い
風
景
が
見
ら
れ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
作
業
を
し
な
が
ら
、

来
年
度
以
降
の
農
業
に
対
す
る
不
安
視

す
る
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

日
本
の
主
食
で
あ
る
米
や
安
全
な
野
菜

を
誇
り
を
も
っ
て
生
産
で
き
る
よ
う
な

農
業
政
策
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

最
近
、
世
界
情
勢
が
益
々
良
く
な
い

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
心
配
で

す
。
悲
惨
な
戦
争
だ
け
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
「
議
会
だ
よ
り
」

を
皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
い
、
村

の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
会
話
が
増

え
る
日
常
に
な
る
よ
う
今
後
も
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　
　
　

奨

　
こ
の
度
夫
婦
で
戸
沢
村
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
着
任
し
て
間
も
な
い
と
こ

ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど

の
地
区
に
も
戸
沢
村
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
お
ら
れ
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

　
３
月
定
例
会
初
日
に

戸
沢
小
学
校
６
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら
議
会
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
、
一

般
質
問
で
は
村
議
会
議

員
と
村
長
の
や
り
取
り

を
真
剣
に
聞
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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  産業建設常任委員会・総務文教常任委員会
3月定例会 平成29年度一般会計予算

平成29年度　

特集：戸沢中学校3年生が村に提言！
みなさんの請願・陳情

地域おこし協力隊が来ました！

一般質問

2p

4～6p

7p

16p
14p・15p

18p

3p 委員会報告
一般会計・特別会計予算の審議

人事案件　議会日誌（1月～3月）

39億9,800万円を可決

特集：戸沢中学校3年生が村に提言！
みなさんの請願・陳情

委員会報告

一般会計・特別会計予算の審議

地域おこし協力隊が来ました！

地域おこし協力隊が来ました！

た
。
そ
ん
な
方
々
一
人
一
人

の
想
い
が
集
ま
っ
て
最
上
川

の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
に
な

れ
る
よ
う
地
区
の
垣
根
を
越

え
る
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

｠

地域おこし協力隊が来ました！

鶴川慶三さん・幸代さんご夫妻

鶴川 慶三さん（32歳）＆鶴川 幸代さん（31歳）鶴川 慶三さん（32歳）＆鶴川 幸代さん（31歳）
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３
月
定
例
会
は
、
「
舟
下
り
議
会
」
と
し
て
、
前
段
の
３

月
６
日
に
「
船
中
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
観
光
振
興
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
、
本
会
議
で
は
、

議
員
、
執
行
部
が
船
頭
さ
ん
の
法
被
を
着
用
し
観
光
と
ざ
わ

の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
の
議
案
は
、
補
正
予
算
５
件
、
当
初
予
算
７
件
、

条
例
関
係
９
件
、
人
事
案
件
１
件
等
、
27
議
案
を
審
議
し
全

議
案
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
教
育
、
医
療
、
農
業
、
観
光
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

3月
定例会

平成29年

3月
定例会

議
案
の
主
な
内
容

主
な
条
例
改
正

平成29年度  一般会計

◎
一
般
会
計
当
初
予
算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
前
年
度
に
対
し

５
・
５
％
減
の
39
億
９
，
８

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
は
、
へ
き
地
診
療

所
特
別
会
計
が
一
般
会
計
に

組
み
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
６

会
計
で
11
億
４
，
１
２
０
万

円
と
な
り
、
一
般
、
特
別
を

合
わ
せ
た
７
会
計
で
総
額
51

億
３
，
９
２
０
万
円
が
提
案

さ
れ
可
決
し
た
。

　

29
年
度
予
算
の
概
要
は
、

新
保
育
所
の
建
設
２
年
目
に

お
け
る
予
算
の
計
上
や
小
中

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事

業
及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
格
納

庫
整
備
事
業
、
全
国
女
性
消

防
操
法
大
会
出
場
経
費
、
畜

産
施
設
建
設
に
向
け
た
地
域

協
議
会
の
設
置
、
「
ぽ
ん
ぽ

館
」
長
寿
命
化
改
修
計
画
策

定
業
務
、
東
京
戸
沢
会
30
周

年
記
念
事
業
費
等
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
、
高

齢
弱
者
対
策
の
充
実
、
小
売

商
業
の
振
興
、
農
業
指
導
の

充
実
、
持
ち
家
住
宅
整
備
の

助
成
等
継
続
計
上
し
、
村
民

の
負
託
に
応
え
る
村
づ
く
り

39億9,800万円を可決

を
推
進
す
る
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予

算
に
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

８
，
４
０
０
万
円
を
増
額
し
、

一
般
会
計
の
総
額
を
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
、
46
億
１
，
６

０
０
万
円
と
し
た
。

地
方
交
付
税

　

普
通
交
付
税
が
１
億
３
，

２
３
0
万
円
増
額
さ
れ
、
補

正
後
は
、
20
億
９
，
６
５
６

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
費

・
財
政
調
整
基
金
８
，
０
０

０
万
円
、
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
１
，
７
０
０
万
円
、
地
域

振
興
拠
点
施
設（
ぽ
ん
ぽ
館
）

２
，
０
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
積
立
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

で
、
４
月
か
ら
２
名
の
隊
員

が
就
任
す
る
こ
と
に
伴
い
住

居
等
の
修
繕
費
に
２
０
０
万

円
を
増
額
。

民
生
費

・
障
害
・
遺
族
年
金
の
該
当

者
の
減
に
伴
い
、
臨
時
福
祉

給
付
事
業
費
で
３
７
０
万
円

の
減

衛
生
費

・
妊
婦
健
診
の
人
数
の
増
に

伴
い
、
各
種
検
診
委
託
料
で

１
０
万
円
の
増

教
育
費

・
小
中
一
貫
校
の
開
校
に
伴

い
、
厨
房
の
シ
ン
ク
の
購
入

及
び
設
置
経
費
と
し
て
、
学

校
給
食
費
に
８
２
万
円
の
増

戸
沢
村
看
護
師
育
成
修
学
資

金
貸
付
基
金
条
例
の
設
定

　

最
上
地
域
の
医
療
を
支
え

る
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の

育
成
確
保
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
最
上
管
内
の
各
市
町

村
と
最
上
広
域
事
務
組
合
が

連
携
し
、
条
件
を
満
た
し
た

場
合
、
給
付
型
の
修
学
金
と

す
る
も
の
で
す
。

戸
沢
村
長
等
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
設
定

　

近
隣
市
町
村
の
特
別
職
俸

給
の
状
況
を
加
味
し
、
引
き

続
き
減
額
す
る
も
の
。

　

村
長
が
10
％
、
教
育
長
は

５
％
の
減
額
に
な
り
ま
す
。

地
方
創
生
に
係
わ
る

提
言
書
を
提
出

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

３
月
14
日
、
請
願
の
あ
っ

た
村
道
蔵
岡
下
通
り
線
延
長

の
認
定
に
つ
い
て
の
現
地
調

査
と
角
川
田
代
地
区
の
村
道

新
設
予
定
地
、
雪
崩
等
の
状

況
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
代
地
区
の
村
道
西
沢
線

は
、
角
川
と
並
行
し
て
お
り
、

河
川
側
の
路
肩
を
擁
壁
で
保

護
し
て
い
る
が
、
擁
壁
の
基

部
が
洗
掘
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
震
災
以
降
岩
盤
の
崩
落
も

39億9,800万円を可決

歳
　
出

歳
　
入

　

３
月
８
日
の
議
会
初
日
に
、

地
方
創
生
調
査
研
究
特
別
委

員
会
岡
田
委
員
長
よ
り
早
坂

議
長
に
対
し
、
地
方
創
生
に

係
る
答
申
書
の
提
出
が
あ
り
、

３
月
15
日
の
議
会
最
終
日
に

議
会
の
総
意
と
し
て
、
議
長

よ
り
渡
部
村
長
に
対
し
、
提

言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
調
査
研
究
特
別

委
員
会
で
は
、
16
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
若
者
の
人
口

流
出
の
防
止
、
移
住
の
推
進

な
ど
４
千
人
を
割
ら
な
い
施

策
の
展
開
や
高
齢
者
が
元
気

で
楽
し
く
生
活
で
き
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
、
次
の
通

り
提
言
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

一
、
人
口
減
少
対
策
・
子
育

て
支
援

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
と

若
者
層
が
収
入
に
関
係
な
く

入
居
可
能
な
住
宅
整
備

・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
活

用
し
た
独
自
の
施
策
や
学
生

の
帰
村
定
住
を
条
件
と
し
た

奨
学
金
制
度
拡
充

・
廃
校
等
を
活
用
し
た
学
童

疎
開
等
の
検
討

二
、
産
業
振
興
・
雇
用
対
策

・
水
田
の
畑
地
化
に
よ
る
園

芸
作
物
の
産
地
化

提
言
書
の
内
容

・
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
再
整
備

に
よ
る
飼
料
用
米
供
給
基
地

と
し
て
の
活
用

・
企
業
誘
致
と
地
元
企
業
支

援
強
化
に
よ
る
雇
用
の
促
進

特
に
養
豚
企
業
の
誘
致
は
早

急
に
進
め
る
。

・
自
然
を
最
大
限
利
用
す
る

観
光
ル
ー
ト
の
開
拓
、
整
備

と
住
民
を
主
体
と
し
た
四
季

折
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
創
生

三
、
医
療
、
福
祉
政
策

・
在
宅
医
療
を
念
頭
に
置
い

た
医
師
２
名
体
制
に
向
け
、

早
急
に
医
師
の
確
保
を
図
る

・
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気

に
暮
ら
す
た
め
、
健
康
診
断

の
受
診
率
の
向
上
と
介
護
予

防
等
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

確
認
さ
れ
て
い
る
。
山
側
は
、

地
す
べ
り
指
定
区
域
で
あ
り
、

地
元
住
民
の
不
安
を
払
拭
す

る
た
め
、
現
道
の
改
修
工
事

で
な
く
、
新
た
に
迂
回
す
る

道
路
の
新
設
工
事
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

雪
崩
の
危
険
個
所
の
調
査

で
は
、
雪
も
少
な
く
特
に
危

険
と
思
わ
れ
る
個
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
地
確
認
終
了
後
、
２
件

の
請
願
に
つ
い
て
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

去
る
３
月
14
日
総
務
文
教

常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

請
願
の
審
査
終
了
後
、
ぽ

ん
ぽ
館
の
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
ぽ
ん
ぽ
館
は
開
館

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り

大
規
模
な
改
修
が
必
要
な
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
荒
川
専
務
の
現

況
の
説
明
後
、
職
員
か
ら
設

備
及
び
機
械
関
係
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
経
年
劣
化
に

伴
う
不
具
合
も
考
え
ら
れ
、

機
械
の
更
新
も
今
後
必
要
と

思
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建 6年生の傍聴と法被を着用した本会議

村道西沢線の現地調査

物
に
つ
い
て
も
雨
漏
り
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
修
繕

が
必
要
と
判
断
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
サ
ウ
ナ
設

備
の
修
繕
も
必
要
で
は
と
の

意
見
な
ど
も
あ
り
、
行
政
側

か
ら
、
平
成
29
年
度
に
長
寿

命
化
対
策
と
し
て
６
４
０
万

円
を
予
算
化
し
、
大
規
模
な

修
繕
に
向
け
て
計
画
的
に
取

り
組
む
と
の
説
明
で
あ
り
ま

し
た
。

地方創生に係わる提言書の提出

ぽんぽ館
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左：富樫副委員長　右：田中委員長

予算特別委員会

旧戸沢小学校

平成29年度
一般会計
予算審議

歳　入

平成29年度　戸沢村一般会計予算 

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産費
土 木 費
教 育 費
借入金返済費
そ の 他
支 出 合 計

6,239万円
6億3,766万円
11億9,205万円
3億4,881万円
3億2,893万円
4億3,266万円
4億8,182万円
3億2,116万円
1億9,252万円
39億9,800万円

101万円
3,231万円

2億3,884万円
7,243万円
△2,411万円

24万円
△5億4,716万円

991万円
△1,747万円

△2億3,400万円

歳　出 予　算　額 前年度比較

村　　　　税
地方交付税
国庫支出金
県 支 出 金
借 入 金
そ の 他
歳 入 合 計

3億3,287万円
19億2,000万円
2億5,876万円
2億5,756万円
6億7,840万円
5億5,041万円
39億9,800万円

295万円
△3,000万円

△2億9,199万円
5,823万円
△7,070万円
9,751万円

△2億3,400万円

予　算　額 前年度比較

平成29年度　戸沢村一般会計歳入歳出予算 

問　
地
方
交
付
税
の
今
後
の

見
通
し
は

答　
前
年
度
に
比
べ
ま
し
て

三
千
万
円
程
減
る
見
込
み
で

す
。

問　
村
施
設
使
用
料
で
中
央

公
民
館
の
使
用
料
よ
り
若
者

セ
ン
タ
ー
使
用
料
が
多
い
が

な
ぜ
か

答　
若
者
セ
ン
タ
ー
と
野
球

場
な
ど
の
周
辺
施
設
全
部
の

施
設
の
使
用
料
で
す
。

問　
村
の
六
期
計
画
に
載
っ

て
い
る
山
ノ
内
地
域
の
地
域

密
着
型
の
福
祉
施
設
は
現
段

階
で
必
要
な
の
か

答　
山
ノ
内
地
域
の
活
性
化

の
為
に
な
る
と
判
断
し
て
施

設
の
計
画
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

問　
村
で
取
り
交
わ
し
て
い

る
確
約
書
に
つ
い
て
県
の
認

可
が
降
り
な
い
時
は
村
は
責

務
を
負
う
必
要
は
な
い
の
か

答　
三
月
十
七
日
に
山
形
県

の
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
そ

の
結
果
を
受
け
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

歳入

歳出

総務費
16.0％

民生費
29.8％

教育費
12.1％

借入金返済費
8.0％

その他 4.8％

土木費
10.8％ 農林

水産業費
8.2％

衛生費
8.7％

その他
13.8％

国庫支出金 6.5％

借入金
17.0％

県支出金 6.4％

村税
8.3％

地方交付税
48.0％

議会費 1.6％

予算特別委員会の一般会計
の審議は3月10日・13日
の2日間に渡り開催され、
全委員による活発な質疑が
行われた。

質
疑
応
答
の
概
要

質
疑
応
答
の
概
要

問　
土
地
貸
付
収
入
の
額
に

「
紅
」
へ
の
土
地
の
貸
付
金

額
は
入
っ
て
い
る
の
か

答　
現
状
土
地
の
貸
付
金
額

は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
土

地
の
相
続
問
題
等
が
あ
り
村

の
観
光
振
興
策
と
し
て
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

問　
平
成
二
十
八
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
の
総

額
は
、
そ
れ
に
伴
う
返
礼
品

の
総
額
は

答　
寄
付
金
の
総
額
は
２
月

末
現
在
で
５
千
８
百
万
円
で

す
。
一
番
人
気
は
、
つ
や
ひ

め
、
は
え
ぬ
き
、
ひ
と
め
ぼ

れ
の
米
の
食
べ
比
べ
セ
ッ
ト

で
す
。
返
礼
品
の
総
額
は
３

千
５
８
０
万
円
で
す
。

問　
ぽ
ん
ぽ
館
の
施
設
整
備

費
の
計
上
が
あ
り
ま
す
が
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
の
多
い

サ
ウ
ナ
設
備
を
整
備
す
る
考

え
は
な
い
か

答　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い

い
ろ
ん
な
部
分
の
修
復
が
必

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

源
泉
供
給
部
分
の
修
繕
を
メ

イ
ン
に
全
体
枠
の
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

問　
新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
役
場
の
浸
水
は
ど
れ
ぐ

ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か

答　
７
メ
ー
ト
ル
を
上
回
る

と
想
定
さ
れ
ま
す
。
役
場
で

は
２
階
ま
で
の
浸
水
が
予
測

さ
れ
ま
す
。

問　
新
規
事
業
の
免
許
返
納

者
65
歳
か
ら
74
四
歳
を
対
象

に
し
た
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成

事
業
は
何
名
の
返
納
者
を
見

込
ん
で
い
る
の
か

答　
返
納
者
の
数
に
つ
い
て

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
全
国
的

に
高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し

て
い
る
中
、
早
め
の
対
応
が

必
要
と
判
断
し
事
業
化
致
し

ま
し
た
。

講
話
、
そ
し
て
モ
ノ
づ
く
り

な
ど
で
参
加
者
同
志
が
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
来
年
度

は
13
地
区
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問　
農
業
次
世
代
支
援
事
業

の
現
状
は

答　
現
在
３
名
が
経
営
開
始

型
に
よ
る
支
援
を
受
け
て
い

ま
す
。
ト
マ
ト
、
し
し
と
う
、

き
ゅ
う
り
、
ネ
ギ
等
の
栽
培

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

問　
農
業
の
平
成
三
十
年
問

題
に
つ
い
て
の
対
応
は

答　
コ
メ
の
水
田
活
力
交
付

金
一
反
歩
７
千
５
百
円
が
な

く
な
る
た
め
飼
料
米
の
情
報

も
集
め
な
が
ら
農
家
の
支
援

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　
養
豚
事
業
の
進
捗
状
況

は答　
土
地
に
つ
い
て
は
周
辺

同
意
も
含
め
て
ほ
ぼ
同
意
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
一

部
合
意
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
現
在
交
渉
中
で
有
り

ま
す
。

問　
小
学
校
廃
校
に
伴
う
利　
　

活
用
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の

説
明
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
４
月
以
降
地
域
に
入
っ

て
座
談
会
な
ど
で
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

問　
小
学
校
の
相
撲
場
は
ど

う
す
る
の
か

答　
新
設
の
小
学
校
の
グ
ラ

ン
ド
整
備
が
終
了
次
第
移
設

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

問　
戸
沢
村
の
学
力
水
準
は

ど
う
か

答　
国
語
な
ど
の
数
値
が
あ

が
っ
て
い
る
が
、
算
数
で
は

県
平
均
よ
り
低
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の

学
力
に
つ
き
ま
し
て
は
思
考

力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
知

識
、
理
解
、
技
能
が
総
合
さ

れ
た
力
で
す
。
今
後
数
値
化

で
き
な
い
部
分
も
含
め
対
応

問　
高
齢
者
除
雪
事
業
扶
助

費
は
、
村
民
の
要
望
を
考
慮

し
要
綱
を
見
直
す
時
期
で
は

な
い
か

答　
平
成
３
年
に
施
行
さ
れ

た
事
業
で
、
す
で
に
25
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
行
政

と
議
会
で
協
議
を
重
ね
現
況

に
合
っ
た
要
綱
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
思
い
ま
す
。

問　
公
民
館
サ
ロ
ン
事
業
が

好
評
で
あ
る
が
今
後
に
つ
い

て
は

答　
現
在
12
地
区
で
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
運
動
、
健
康
、

栄
養
に
つ
き
ま
し
て
各
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
小
学
校
や
中
学
校
で
の　
　

「
い
じ
め
」
は
な
い
の
か

答　
い
じ
め
関
係
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
子
供
並
び
に
保
護
者

に
年
３
回
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
い
じ
め
の
件
数
で
す
が

小
学
校
で
３
件
、
中
学
校
で

１
件
で
す
。

問　
学
校
給
食
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
は

答　
毎
年
度
保
護
者
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
ア
レ
ル
ギ
ー

の
あ
る
子
ど
も
に
は
血
液
検

査
の
結
果
を
提
出
い
た
だ
き

給
食
で
提
供
し
て
い
い
も
の

を
保
護
者
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。
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高規格道路　国道47号線交差点

まごころ荘　読み聞かせ

中学校の給食

小学生のバス通学

平成29年度　戸沢村特別会計予算 

Ｑ　
水
道
管
で
、
石
綿
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
る
部
分
の
延

長
と
今
後
の
改
修
計
画
は
。

Ａ　
石
綿
管
の
埋
設
さ
れ
て

い
る
延
長
は
、
高
規
格
道
路

が
タ
ッ
チ
す
る
国
道
47
号
線

の
部
分
に
２
０
０
ｍ
と
保
健

セ
ン
タ
ー
裏
の
村
道
部
分
に

20
ｍ
あ
り
ま
す
。

平成29年度
特別会計
予算審議

問　

学
校
給
食
に
つ
い
て
２

点
伺
い
ま
す
。
１
点
目
は
戸

沢
村
で
作
ら
れ
た
米
や
野
菜

な
ど
、
学
校
給
食
に
も
っ
と

増
や
す
考
え
は
な
い
の
か
。

２
点
目
は
学
校
給
食
を
無
料

に
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

村
長　

児
童
生
徒
が
、
地
域

の
自
然
、
食
文
化
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
や
生

産
か
ら
流
通
過
程
を
理
解
す

る
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
物
へ

の
感
謝
の
心
を
育
む
な
ど
、

教
育
的
効
果
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
拡

富樫　義人　議員

一般質問
問村

長

質
疑
応
答
の
概
要

質
疑
応
答
の
概
要

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

会　計　別

へ き 地 診 療 所

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合　　　計

本年度予算　

ー

1,000万円

4,740万円

2億1,540万円

1億100万円

1億2,400万円

6億4,340万円

11億4,120万円

前年度予算　

8,000万円

3,180万円

4,730万円

2億1,770万円

9,200万円

1億3,470万円

6億6,680万円

12億7,030万円

一般質問

　

国
道
の
埋
設
個
所
は
、
高

規
格
道
路
の
工
事
で
撤
去
さ

れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
裏
は
、

29
年
度
に
更
新
し
ま
す
。

Ｑ　
村
内
の
方
は
、
ま
ご
こ

ろ
荘
に
入
所
を
希
望
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
入
所
希

望
待
機
者
の
状
況
は
。
ま
た
、

今
後
高
齢
者
が
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
る
が
、
村
と
し
て

の
見
通
し
は
。

Ａ　
要
介
護
度
３
以
上
で
な

い
と
入
所
で
き
ま
せ
ん
。
最

近
の
入
所
判
定
審
査
会
の
結

果
で
は
、
村
内
外
の
待
機
者

は
18
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
の
は
間
違
い
な
い
こ

と
で
あ
り
、
ど
う
推
移
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
調
査
し
な

が
ら
、
要
支
援
段
階
で
と
ど

め
る
よ
う
な
対
策
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　
村
内
に
、
民
間
の
介
護

施
設
も
あ
る
が
、
入
浴
や
食

大
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ

い
て
で
す
が
、
学
校
給
食
法

で
厨
房
施
設
の
維
持
管
理
費

や
人
件
費
は
自
治
体
負
担
、

そ
れ
以
外
の
食
材
費
は
保
護

者
が
負
担
す
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。
要
保
護
、
準
要
保
護

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
給

食
費
を
含
ん
だ
援
助
を
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
は

無
償
化
を
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
関
係
部
署
で
検

討
し
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

鮭
川
村
は
、
29
年
度
か

ら
無
償
化
を
決
定
し
て
い
ま

す
。
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
財

源
を
確
保
し
無
償
化
で
き
な

い
の
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

学
校
給
食
の
無
償
化

は
、
新
聞
で
も
あ
る
よ
う
に

そ
う
い
う
流
れ
に
あ
る
の
か

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
方
の

ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
の

　
　
　

無
償
化
は
！

問　

文
部
科
学
省
か
ら
教
育

の
改
正
案
が
出
さ
れ
、
平
成

31
年
度
よ
り
小
学
校
に
も
英

語
の
教
科
が
入
り
ま
す
。
村

と
し
て
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

共
育
課
長　

現
在
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
注
１
）
１
名
を
派
遣
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今

問　

小
学
校
が
新
校
舎
に
な

り
、
全
員
バ
ス
通
学
と
な
り

ま
し
た
。
以
前
は
、
児
童
の

体
力
づ
く
り
や
危
険
を
予
知

す
る
能
力
を
身
に
付
け
る
こ

と
も
教
育
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
３
キ
ロ
圏
内
は
徒
歩

通
学
と
一
貫
し
た
説
明
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
る

体
力
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

後
、
英
語
力
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま
す
の

で
、
増
員
に
つ
い
て
検
討
し

て
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
も

年
２
回
、
外
国
語
の
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長　

共
育
課
程
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
体
力
づ
く
り

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

学
校
経
営
方
針
に
取
り
上
げ
、

学
校
が
主
体
的
に
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
も
、
学
校
と
連
携
を

取
り
、
体
力
づ
く
り
が
上
手

く
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
達
の
体

力
づ
く
り
の
考
え
が
あ
る
な

ら
、
角
川
、
古
口
地
区
の
子

ど
も
達
は
古
口
大
橋
で
、
戸

沢
地
区
の
子
ど
も
達
は
中
央

公
民
館
で
バ
ス
か
ら
降
ろ
し
、

月
に
何
回
か
歩
か
せ
る
と
い

う
考
え
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

（
注
１
）
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
は
、
日
本
の
学

校
で
外
国
語
授
業
を
補
助
す
る
助
手
。

外
国
語
指
導
助
手
。

小
学
校
の
英
語

　
　

教
育
の
取
組
は

バ
ス
通
学
に
伴
う

　

児
童
の
体
力
作
り
は

問

問

問

村
長

教
育
課
長

教
育
長

学
校
給
食
の

　
　
　

無
償
化
は
！

小
学
校
の
英
語

　
　

教
育
の
取
組
は

バ
ス
通
学
に
伴
う

　

児
童
の
体
力
作
り
は

事
等
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の

基
準
を
基
に
、
村
と
し
て
適

切
な
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

Ａ　
入
浴
に
関
し
て
は
、
そ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
中
で
入

浴
が
必
要
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
、
同
じ
施
設
を
利
用
し
て

い
て
も
、
で
き
る
方
と
で
き

な
い
方
に
分
か
れ
ま
す
。

　

食
事
に
関
し
て
は
、
県
の

管
轄
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

特別会計の審査は、3月13
日に一般会計の審査終了後
に行い、各会計の冒頭に担
当課長より説明を受け、質
疑が行われました。
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一般質問一般質問

問　

全
国
的
に
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
戸
沢

村
で
も
団
塊
の
世
代
が
75
歳

に
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、

２
人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な

る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

何
の
不
安
も
な
い
老
後
を
迎

え
る
た
め
、
し
っ
か
り
し
た

医
療
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
央
診
療
所
の
医
師

２
名
体
制
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

村
長　

現
在
の
渡
邊
医
長
は

退
職
ま
で
３
年
で
す
が
、
退

職
後
も
勤
務
し
て
下
さ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
医
療
を
考
え
た
と
き
に
、

退
職
１
年
前
に
は
２
名
体
制

が
望
ま
し
い
と
も
お
聞
き
し

て
お
り
、
村
と
し
て
、
県
に

対
し
毎
年
「
公
立
診
療
所
の

運
営
状
況
調
査
」
に
要
望
し

て
い
ま
す
。
医
師
確
保
は
、

非
常
に
難
し
い
こ
と
で
あ
り

一般質問一般質問

問村
長

診療所の医師
　　２名体制への取組は

大きく変わる農業政策
　　村長はどう導くのか

ま
す
が
、
無
医
村
状
態
は
、

絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
総
合
支
庁
の
保

健
福
祉
部
長
は
じ
め
、
医
療

監
へ
の
協
力
要
請
、
さ
ら
に

県
の
地
域
医
療
課
長
等
に
対

し
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

問　

村
内
各
所
で
、
ク
マ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
サ
ル
等
が
目

避
の
た
め
、
二
人
以
上
で
の

見
回
り
、
有
害
鳥
獣
駆
除
の

許
可
な
く
し
て
銃
器
の
携
帯

が
出
来
な
い
な
ど
、
安
全
確

保
の
面
や
事
故
等
の
補
償
を

ど
う
す
る
か
な
ど
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
の
対
応

は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

平
成
30
年
度
で
学
校
や

保
育
所
の
大
型
事
業
が
終
了

し
、
今
後
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
、
人
材
育
成
、
健

今
後
の
村
政
運
営
は

康
づ
く
り
等
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

村
長　

平
成
24
年
度
の
戸
沢

中
校
舎
の
建
設
に
始
ま
り
、

こ
こ
数
年
、
大
型
事
業
に
取

組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
30

年
以
降
は
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
一
層
進
む
人
口
減
少

等
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
一
人
暮
ら
し
老
人

へ
の
対
処
、
医
療
や
健
康
づ

く
り
、
交
流
事
業
や
観
光
振

興
対
策
、
雇
用
対
策
、
教
育

歴
史
文
化
の
一
層
の
発
展
の

た
め
に
、
ソ
フ
ト
面
で
の
取

組
み
を
重
点
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

今
後
の
村
政
運
営
は

農
作
物
の
鳥
獣

　
　
　

被
害
対
策
は

農
作
物
の
鳥
獣

　
　
　

被
害
対
策
は

問　

平
成
30
年
度
よ
り
経
営

所
得
安
定
対
策
、
米
に
関
わ

る
施
策
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
戸
沢
村
の
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
に
お
い
て
、
村
長

自
身
の
現
状
認
識
と
今
後
の

政
策
展
開
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

村
長　

国
の
生
産
目
標
数
量

の
配
分
が
廃
止
さ
れ
、
県
で

需
要
に
応
じ
た
生
産
推
進
方

策
を
検
討
す
る
た
め
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、

米
生
産
の
基
本
的
な
考
え
方

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
稲
作

農
家
に
と
っ
て
は
、
支
払
交

付
金
制
度
も
廃
止
さ
れ
る
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
稲

作
依
存
の
脱
却
を
図
り
、
畑

作
振
興
の
取
組
み
を
強
化
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
養

豚
企
業
の
参
入
を
進
め
て
お

り
、
堆
肥
の
無
償
化
や
飼
料

用
米
の
受
け
入
れ
、
加
工
販

売
な
ど
農
業
者
と
一
体
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

稲
作
か
ら
脱
却
し
て
、

畑
地
化
に
力
を
入
れ
る
。
畑

作
振
興
は
非
常
に
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
村
長
の
強
い
思

い
、
何
と
か
し
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
た
い
。

村
長　

本
村
農
業
は
、
他
に

比
べ
稲
作
依
存
度
が
高
く
、

稲
作
に
ダ
メ
ー
ジ
が
来
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
畑
作
、
６
次

産
業
を
含
め
、
上
手
く
ミ
ッ

ク
ス
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ha

養
豚
企
業
の
参
入
と
飼
料
用

米
３
０
０
ha
作
付
け
な
ど
、

こ
れ
ら
も
活
用
し
な
が
ら
、

農
業
振
興
を
き
ち
ん
と
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

問　

ほ
場
整
備
事
業
で
40

の
水
田
畑
地
化
が
整
備
さ
れ

る
が
、
新
規
作
物
等
、
こ
れ

を
埋
め
る
だ
け
の
畑
作
振
興

が
、
大
き
な
問
題
と
思
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
雇
用
環
境

整
備
と
畑
作
振
興
を
同
時
に

考
え
る
上
で
、
国
の
新
規
事

業
で
あ
る
「
中
山
間
地
農
業

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
」
に
取

り
組
み
、
新
規
就
農
者
を
村

外
か
ら
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

国
で
は
、
地
域
に
よ

る
農
地
等
の
資
源
の
維
持
・

継
承
を
図
り
、
特
色
を
生
か

し
た
農
業
の
展
開
、
農
村
へ

の
移
住
、
定
住
促
進
等
を
目

的
と
し
た
事
業
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
う
し
た
事
業
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
が
発
展

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
情
報

収
集
を
行
い
な
が
ら
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

大
型
事
業
も
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
ソ
フ
ト
事
業
も
含
め
、

こ
う
し
た
事
業
に
予
算
も
考

え
、
地
域
に
若
い
人
が
定
住

す
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

就
任
以
来
、
村
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
農
産
物
の
販
売
に
力

を
入
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
成
果
は
。

村
長　

具
体
的
に
は
パ
プ
リ

カ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
銀
座

の
三
越
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
に
も
何
回
か
行
っ
て
い
ま

す
が
、
販
売
の
ロ
ッ
ト
数
が

小
さ
く
、
大
き
く
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
Ｐ
Ｒ
も
含
め
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
物
産
交
流
で

の
販
売
や
角
川
カ
ブ
の
出
荷

の
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少

し
ず
つ
で
も
や
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
外
か
ら
の
新
規

就
農
者
募
集
の
考
え
は

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　

の
成
果
は

診療所の医師
　　２名体制への取組は

村
外
か
ら
の
新
規

就
農
者
募
集
の
考
え
は

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
　
　
　

の
成
果
は

大きく変わる農業政策
　　村長はどう導くのか

問

村
長

問

問

問

問

問

村
長

村
長

村
長

村
長

中央診療所

熊の有害駆除

田植え

パプリカ栽培

撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な

被
害
の
報
告
は
な
い
が
、
西

日
本
で
は
、
行
政
を
含
め
地

域
全
体
で
取
り
組
む
な
ど
深

刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ナ
は
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ

シ
等
に
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、

サ
ル
に
関
し
て
は
、
猟
友
会

へ
委
託
し
、
定
期
的
な
見
回

り
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

猟
友
会
の
評
議
員
会

で
「
見
回
り
」
が
可
能
か
聞

き
ま
し
た
が
、
村
か
ら
の
要

請
が
あ
れ
ば
可
能
で
な
い
か

と
の
意
見
で
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
ク
マ
等
の
危
険
回

村
長
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一般質問

問　

現
状
の
地
域
づ
く
り
の

支
援
策
と
し
て
「
地
域
づ
く

り
交
付
金
制
度
」
が
あ
り
、

施
行
よ
り
５
年
が
経
過
し
一

定
の
成
果
が
で
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
一
方
で
地
区
会
単

位
の
制
約
が
あ
る
為
に
村
民

の
要
望
に
対
応
で
き
な
い
部

分
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
村

民
の
要
望
に
あ
わ
せ
て
要
綱

を
見
直
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　

「
地
域
づ
く
り
交
金

制
度
」
は
村
の
第
四
次
総
合

計
画
の
創
設
に
合
わ
せ
平
成

24
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
目
的
は
村
民

に
よ
る
主
体
的
な
連
携
と
交

流
に
よ
る
元
気
な
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

世
帯
数
の
少
な
い
10
戸
未
満

で
は
95
％
、
81
戸
以
上
が
70

％
と
大
変
有
利
な
交
付
金
と

し
て
創
設
し
た
も
の
で
す
。

問　

村
民
が
、
夢
を
も
ち
元

気
で
豊
か
に
生
き
て
い
く
源

は
、
住
民
の
所
得
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
が
、
村
政
全
般
に
渡
り

そ
の
兆
し
は
見
え
ず
、
住
民

は
不
安
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

第
１
次
産
業
、
第
２
次
産
業
、

第
３
次
産
業
に
対
し
現
況
を

見
据
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

村
長　

人
口
問
題
研
究
所
の

推
計
で
は
、
23
年
後
に
２
８

１
１
人
で
、
生
産
人
口
が
１

５
０
０
人
減
る
推
計
で
す
。

産
業
全
般
に
わ
た
り
人
手
不

足
を
招
き
、
税
収
の
減
少
、

医
療
費
の
増
大
、
地
域
経
済

の
低
迷
な
ど
、
多
く
の
影
響

が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
「
安
心
安
全
な
村
づ
く

り
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

産
業
の
振
興
を
図
っ
て
ま
い

一般質問 一般質問一般質問

問村
長

村
長

今
年
度
の
申
請
件
数
は
６
件

で
創
設
当
初
に
比
べ
る
と
申

請
件
数
は
減
っ
て
き
て
お
り

要
綱
の
見
直
し
が
必
要
な
時

期
と
考
え
ま
す
。

問　

村
民
の
団
体
有
志
者
に

対
す
る
助
成
は
、
現
状
で
は

困
難
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長　

要
綱
に
集
落
や

地
域
を
対
象
に
活
動
す
る
団

体
（
村
全
体
を
活
動
範
囲
、

又
は
対
象
と
す
る
団
体
を
除

く
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
カ

ッ
コ
書
き
の
部
分
が
あ
り
団

体
へ
の
支
援
が
困
難
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
は

す
ぐ
に
改
定
し
、
そ
の
他
の

検
討
項
目
も
含
め
平
成
29
年

度
中
に
効
力
が
出
る
よ
う
要

綱
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

問　

戸
沢
村
は
言
う
ま
で
も

無
く
県
内
で
も
有
数
の
豪
雪

地
帯
で
あ
り
ま
す
。
雪
と
の

戦
い
、
雪
に
苦
し
め
ら
れ
る

冬
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
、
な
ん
と
か
地
域
に
活
力

を
だ
そ
う
と
冬
の
元
気
づ
く

り
に
取
組
ん
で
い
る
団
体
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域

の
知
恵
を
結
集
し
た
新
し
い

戸
沢
村
の
冬
の
風
物
詩
が
、

豪
雪
地
域
で
あ
る
負
の
イ
メ

ー
ジ
を
払
拭
し
て
い
く
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
村
と

し
て
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
挑
戦

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　

冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
蔵
岡
紙
風
船
ま
つ
り
」

や
「
角
川
雪
回
廊
物
語
」
等

民
間
の
主
催
で
実
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
変
注
目
を
浴
び

て
お
り
、
雪
国
の
風
物
詩
と

確
保
の
問
題
な
ど
様
々
あ
り

ま
す
の
で
村
と
し
て
対
応
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

Ｉ
Ｔ
情
報
化
時
代
に
お

い
て
、
ペ
ー
パ
ー
伝
達
か
ら

電
子
化
伝
達
へ
と
替
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

特
に
回
覧
板
な
ど
は
「
電
子

回
覧
板
」
と
し
て
地
区
会
長
、

地
区
役
員
の
皆
様
の
負
担
軽

減
に
な
る
と
考
え
る
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

村
長　

昨
今
は
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
進
ん
で
お
り
、
ス
マ

―

ト
ホ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

よ
る
情
報
伝
達
が
急
激
に
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
全
体
の

流
れ
の
中
で
は
、
電
子
化
に

あ
り
ま
す
が
、
受
け
取
り
側

の
機
器
の
整
備
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

中
、
山
形
大
学
東
北
創
生
研

究
所
に
よ
る
蔵
岡
地
区
で
の

実
験
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
て
高
齢
者
や
地
区
会
長
、

民
生
委
員
、
行
政
と
の
や
り

取
り
が
成
功
致
し
ま
し
た
。

今
後
の
高
齢
者
の
見
守
り
や

地
域
情
報
伝
達
の
指
針
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
て
、
今
後
発
展
し
て
い
く

可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
各
集
落
に
は
、

昔
か
ら
伝
わ
る
習
わ
し
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
も
の
も

含
め
、
冬
の
誘
客
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
必
要
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
が
実
施
主
体
と
な

り
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

た
民
間
主
導
で
進
め
、
村
が

そ
れ
を
後
援
し
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
強
化
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
ま
す
。
冬
の
イ
ベ

ン
ト
な
の
で
駐
車
場
や
安
全

地域づくりに
　　対する新たな支援は

戸沢村の現状と
　　今後の取り組み方は

雪
を
利
用
し
た

　
　

冬
の
政
策
は

村
の
情
報
伝
達

　

政
策
に
つ
い
て

地域づくりに
　　対する新たな支援は

雪
を
利
用
し
た

　
　

冬
の
政
策
は

村
の
情
報
伝
達

　

政
策
に
つ
い
て

り
ま
す
。
第
１
次
産
業
で
は
、

農
業
政
策
が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在

進
め
て
い
る
基
盤
整
備
事
業

を
基
軸
と
し
た
農
業
振
興
、

畜
産
事
業
へ
の
取
り
組
み
等
、

２
次
産
業
で
は
、
製
造
業
を

中
心
と
し
た
雇
用
の
確
保
、

企
業
誘
致
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
庄
中
核
工
業
団

地
な
ど
広
域
的
な
取
り
組
み

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
３
次
産
業
で
は
、
最

上
峡
を
資
源
と
す
る
観
光
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
外
国
か
ら
い
か
に
誘
客

を
図
る
か
が
鍵
と
な
る
の
で
、

情
報
を
簡
単
に
入
手
で
き
る

ワ
イ
フ
ァ
イ
の
整
備
が
不
可

欠
で
す
。
合
わ
せ
て
、
体
験

型
観
光
や
農
業
と
関
連
し
た

観
光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問　

高
麗
館
を
最
上
峡
芭
蕉

ラ
イ
ン
観
光
に
指
定
管
理
と

し
て
締
結
し
て
い
る
が
、
協

定
書
に
定
め
て
い
る
事
を
遵

守
し
て
い
る
か
。

村
長　

指
定
管
理
者
は
、
条

例
に
基
づ
き
公
募
を
行
い
、

議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
し

て
い
ま
す
。
村
と
指
定
管
理

者
で
31
条
か
ら
な
る
基
本
協

定
を
締
結
し
、
更
に
毎
年
度
、

問　

１
７
０
０
程
の
自
治
体

が
あ
る
が
、
職
員
で
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
付
け
て
い
な
い

の
は
戸
沢
村
だ
け
で
あ
る
と

思
う
。
付
け
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
な
い
か
。

村
長　

服
務
規
程
に
は
、

「
職
員
は
、
村
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
の
職
責
を
自
覚

し
、
法
令
、
例
規
等
及
び
上

司
の
職
務
上
の
命
令
に
従
い
、

協
定
書
を
締
結
し
管
理
料
を

定
め
て
い
ま
す
。
協
定
書
の

内
容
は
、
施
設
維
持
管
理
運

営
委
託
料
６
０
０
万
円
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
指
定
管

理
者
よ
り
業
者
に
支
払
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
開
催
費
用
は
50
万
円
で
、

実
績
に
応
じ
て
支
払
っ
て
い

ま
す
。

誠
実
公
正
に
、
か
つ
能
率
的

に
職
務
の
遂
行
に
専
念
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り

ま
す
。
各
課
長
を
通
し
て
つ

け
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

各
種
会
議
等
で
は
、
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
の
着
用
も
図
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。
公
務
員
と

し
て
の
自
覚
と
気
構
え
を
持

つ
よ
う
指
示
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

指
定
管
理
業
者
と
の

　
　

基
本
協
定
は
円
滑
か

職
員
の
ネ
ー
ム

　
　
　

プ
レ
ー
ト
着
用
は

指
定
管
理
業
者
と
の

　
　

基
本
協
定
は
円
滑
か

職
員
の
ネ
ー
ム

　
　
　

プ
レ
ー
ト
着
用
は

戸沢村の現状と
　　今後の取り組み方は

問

問

問

問

問問

総
務
課
長

村
長

村
長

村
長

村
長
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幻想の森

幻想の森へ続く林道

保健センター「みんなですっぺ。健康づくり」

古口駅前通り

小野　　宏　議員加藤　政一　議員

一般質問

問　

幻
想
の
森
ま
で
の
林
道

は
、
砂
利
道
で
幅
員
も
狭
く

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

退
避
場
等
の
整
備
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

村
長　

幻
想
の
森
ま
で
の
林

道
は
、
現
在
、
併
用
林
道
と

し
て
村
が
維
持
管
理
し
て
い

ま
す
。
道
路
改
修
に
つ
い
て

は
、
国
、
県
の
い
ろ
ん
な
指

定
区
域
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
協
議
を
行
い
整
備
の

在
り
方
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　

国
道
47
号
か
ら
幻
想
の

森
に
入
る
林
道
の
入
り
口
が

分
か
り
づ
ら
い
こ
と
か
ら
、

ひ
と
目
で
わ
か
る
看
板
の
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
村

長
の
考
え
は
。

問　

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、

介
護
予
防
に
向
け
て
地
域
医

療
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も

医
師
２
名
体
制
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。

村
長　

田
中
議
員
の
答
弁
と

同
じ
で
す
が
、
渡
邊
医
長
の

意
思
を
尊
重
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。
国
も
在
宅
医

療
の
方
向
で
進
ん
で
お
り
、

医
師
の
２
名
体
制
は
必
要
で

す
が
、
医
師
の
確
保
は
、
大

変
困
難
な
状
況
で
あ
り
、
情

報
を
集
め
２
名
体
制
に
向
か

っ
て
確
実
に
進
ん
で
い
く
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

問　

最
上
川
舟
下
り
が
、
観

光
産
業
の
メ
イ
ン
に
な
っ
て

一般質問 一般質問一般質問

問問問問 村
長

村
長

問

観光客の誘客を
　　目指した振興策は

地域医療充実に向け、
　　医師の２名体制を！

観光客の誘客を
　　目指した振興策は

地域医療充実に向け、
　　医師の２名体制を！

村
長　

高
規
格
道
路
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
る

の
か
な
ど
、
総
合
的
に
判
断

し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

問　

通
過
型
の
観
光
か
ら
戸

沢
村
に
長
く
留
め
る
た
め
に
、

滞
在
型
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

滞
在
型
と

し
て
、
教
育
旅
行
の
受
け
入

れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
は
、

雪
体
験
等
、
村
の
観
光
資
源

を
活
用
し
、
舟
下
り
と
合
わ

せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

宿
泊
施
設
と
連
携
し
、
周
辺

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
紹
介
し
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

滞
在
型
と
し
て
、
舟
下

り
、
幻
想
の
森
、
浄
の
滝
等

の
観
光
資
源
を
巡
り
、
「
全

国
歌
人
・
俳
人
サ
ミ
ッ
ト
」

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

村
長　

最
上
峡
は
、
最
高
の

条
件
で
あ
り
、
良
い
ア
イ
デ

ィ
ア
で
あ
り
、
内
部
で
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

幻
想
の
森
に
ト
イ
レ
が

な
く
不
便
だ
と
聞
き
ま
す
。

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考
え
は

な
い
か
。

村
長　

国
の
緑
の
回
廊
、
植

物
群
落
保
護
林
、
県
立
自
然

公
園
等
、
法
律
等
に
よ
り
指

定
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、

自
然
環
境
を
保
護
す
る
こ
と

を
最
優
先
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
る
が
、
観
光
客
に
好
印
象

を
与
え
る
こ
と
や
通
過
型
か

ら
滞
在
型
に
向
け
て
、
古
口

駅
周
辺
の
整
備
、
指
定
文
化

財
の
活
用
、
東
北
自
然
遊
歩

道
の
整
備
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

村
長　

古
口
駅
周
辺
整
備
構

想
は
、
平
成
12
年
に
計
画
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
を

推
進
す
る
に
は
、
駅
前
の
土

地
の
一
部
を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
、
平
成
17
年
に
１
２

５
０
㎡
を
取
得
し
ま
し
た
が
、

計
画
し
て
い
る
施
設
の
整
備

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
村

観
光
客
の
利
便
性
を
考
え
る

上
で
は
、
分
か
ら
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
国
、
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問　

県
内
で
指
定
さ
れ
て
い

る
公
園
の
多
く
は
、
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
訪

れ
る
住
民
、
観
光
客
の
不
自

由
を
解
消
す
る
こ
と
が
役
目

と
思
う
が
伺
い
ま
す
。

村
長　

必
要
性
は
わ
か
り
ま

す
し
、
か
つ
て
、
浄
の
滝
に

ト
イ
レ
を
作
っ
た
経
緯
も
あ

り
ま
す
。
自
然
環
境
を
守
り

な
が
ら
、
各
関
係
機
関
と
協

議
し
、
前
向
き
に
考
え
て
い

き
ま
す
。

幻
想
の
森
ま
で
の

　
　

道
路
整
備
は

草
薙
地
区
の

　

共
有
地
問
題
は

潜
在
型
観
光

　
　

へ
の
方
策
は

幻
想
の
森
に

ト
イ
レ
の
設
置
は

の
玄
関
口
で
あ
る
古
口
駅
を

平
成
26
年
度
に
陸
羽
西
線
百

周
年
に
合
わ
せ
整
備
し
、
観

光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

古
口
駅
周
辺
の
整
備
は
、
関

係
団
体
を
含
め
、
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
指
定
文
化
財
の
検

討
は
、
舟
下
り
と
の
位
置
関

係
か
ら
仙
人
堂
の
利
活
用
が

考
え
ら
れ
、
補
助
事
業
の
活

用
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
に

絵
馬
等
の
修
繕
を
実
施
し
引

き
続
き
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

　

東
北
自
然
遊
歩
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
８
年
度

に
木
道
、
橋
、
転
落
防
止
用

手
す
り
等
を
整
備
し
、
観
光

資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
雪
解
け
に
よ

る
雪
崩
や
な
ら
枯
れ
に
よ
り

危
険
な
た
め
利
用
で
き
な
い

状
況
で
す
が
、
舟
下
り
と
合

わ
せ
た
観
光
資
源
と
し
て
重

要
と
考
え
、
支
障
木
の
撤
去

を
村
単
独
事
業
に
よ
り
実
施

す
る
計
画
で
す
が
、
全
体
的

な
整
備
は
、
国
と
県
が
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
県

の
事
業
で
整
備
を
図
る
計
画

で
す
。

問　

草
薙
地
区
の
共
有
地
問

題
を
い
つ
ま
で
解
決
す
る
の

か
。

村
長　

相
続
人
を
確
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
、

戸
籍
の
取
り
寄
せ
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
相

続
関
係
が
複
雑
に
な
っ
て
お

り
、
専
門
の
方
と
相
談
し
、

相
続
人
が
確
定
し
た
も
の
か

ら
、
登
記
の
手
続
き
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

幻
想
の
森
ま
で
の

　
　

道
路
整
備
は

草
薙
地
区
の

　

共
有
地
問
題
は

潜
在
型
観
光

　
　

へ
の
方
策
は

幻
想
の
森
に

ト
イ
レ
の
設
置
は

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

問

問

問

問

村
長

村
長

問

観
光
客
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
は

観
光
客
増
加
に

向
け
た
取
り
組
み
は
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№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

氏　名 課　　　題 ゴ　ー　ル

秋保　丞志

阿部　光希

荒井　駿介

大坂　優輝

甲州　　続

齋藤　大地

土田　璃来

藤澤　一朗

皆川　桜介

矢口　夢翔

山科　夏輝

横山　裕太

　川　愛利
伊藤夕津紀

柿崎　　穂

髙橋　　楓

古澤　静香 

荒川沙紅羅

斉藤　沙奈

矢口　　杏

山口　りな

山科　実夢

秋保　裕翔

伊藤　幸裕

高齢者が健康に暮らし、老後も楽しめる戸沢村

高齢者が過ごしやすい戸沢村

子育てがしやすい戸沢村

戸沢村に活気をつける。 

ふるさと納税を増加させるには

安心して遊べる新戸沢小中学校グランド 

高齢者が輝く村作り

高齢者が住みやすい戸沢村 

戸沢村と鮭川村が協力したスポーツ強化策を考える。 

廃校を利用して、村民が暮らしやすくなるような村を作る

運動が盛んな戸沢村 

観光客がアクセスしやすい戸沢村

観光客でにぎわう戸沢村 

村の空き屋利用補助をアピールし、戸沢村に移住する人を増やす

観光客が多い戸沢村をつくる 

戸沢村の自然をたくさんの人に知ってもらう

おいしい食べ物がたくさんのにぎやかな戸沢村 

子供たちが輝ける未来の戸沢村へ 

観光客が多く集まり活気ある戸沢村

高齢者や子供が過ごしやすい戸沢村 

安心して暮らせる戸沢村 

観光が盛んな戸沢村

住みやすい村づくり

運動が盛んな戸沢村

高齢者が利用しやすく楽しめるように施設を整備する。   

高齢者が利用する施設の充実。バリアフリーを増やす。

育児やしやすい環境を整える

地区ごとの祭を集めた『戸沢集合祭』を開催する。

戸沢村関連商品を開発する

新戸沢小中グランドにフェンスを作る。 

「若手高齢者」による「後期高齢者」の介護サービス事

食品の移動販売をする。 

山形県ジュニア駅伝の順位を上げる。 

宅配サービスの拠点として、廃校舎を利用する。

運動施設と公園を補修・整備する。

自動車専用道路完成後の蔵岡地区を活性化する。 

旧古口小学校を観光施設として利用し、観光客を増やす 

空き家を利用した民家型家庭料理飲食店を増やす。

旧校舎を利用して宿泊施設にする。

自然豊かな戸沢村の良さを知ってもらえるように「妙見塾」を復活させる

特産品の収穫体験、料理体験。

旧校舎を利用し、地域で学習のできる場を増やす。

今ある観光施設を改良し、全国に戸沢村の観光を発信す

施設のバリアフリー化を進めて、高齢者と子供が活動で 

使用しなくなった建物を利用して見せや食品宅配業社を

廃校を利用して宿泊施設にする。

店が増え、人を呼び込める村にする。

若者センターグラウンドを人工芝にし、照明を付ける。

　
去
る
12
月
26
日
に
、
戸
沢
中
学
校
３
年
生
48
人
に
よ
る
、
「
村
へ
の
提

言
」
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
総
合
の
時
間
か
ら
合
わ
せ
て
７

年
間
、
地
域
の
人
々
か
ら
学
ぶ
地
域
学
習
を
続
け
て
き
た
集
大
成
と
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
生
徒
達
が
、
「
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
戸
沢
村

が
ど
の
よ
う
な
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
か
」
、
「
ど
の
よ
う
に
活
性
化
し

て
行
っ
た
ら
良
い
の
か
」
を
一
人
ひ
と
り
が
調
査
研
究
し
た
成
果
を
具
体

的
な
ゴ
ー
ル
を
思
い
描
き
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
会
は
昨
年
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
３
回
目
の
会
で
す
。

　
生
徒
達
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
し
、
自
分
の
思
い
描
く
戸
沢
村
を
数

枚
の
大
判
用
紙
に
ま
と
め
、
村
議
会
議
員
全
員
と
渡
部
村
長
、
各
課
長
、

教
育
委
員
他
多
数
の
来
賓
が
見
守
る
中
、
堂
々
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
は
大
変
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
、
将
来
の
戸
沢
村
を
背
負
っ
て
行
っ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
安
心
し
ま
し
た
。
発
表
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
よ
う
に
、

自
分
の
足
下
を
見
つ
め
、
将
来
へ
の
夢
を
語
る
も
の
が
多
く
、
聞
き
応
え

が
あ
り
ま
し
た
。
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

№

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

氏　名 課　　　題 ゴ　ー　ル

柿﨑　優斗

小屋　優登

寒河江一真

佐藤　唯人

髙橋　永遠

滝口　　峽

富樫　洸太

早坂　政範

星川　和希

山﨑　　瞬

山科　　蓮

青柳　琳子

大山　佳奈

影澤　南奈

蔵津　　麗

甲州　旭陽

齊藤瑛璃佳

鈴木　智笑

田中　陽菜

中鉢　楓花

矢口　もも

山内　唯生

長南  　翼

星川　侑希

暮らしやすい戸沢村 

親子が外に出て遊べるアクティビティーな村

戸沢村への観光客を増やす

観光客が楽しめる戸沢村 

奥の細道ラインを元気に

生活のしやすい戸沢村

廃校になった旧小学校校舎の活用

運動がたくさんできる戸沢村

安全に過ごせる戸沢村

住みやすく、活気あふれる戸沢村づくり

住み心地がよい戸沢村

戸沢村の特産物を広める

動物を愛する戸沢村

戸沢村内に転入する人を増やし、村人と交流をはかる

気持ちよく通ることができる「戸沢道」を作る

活発な戸沢村

誰でも気軽に訪れることができる戸沢村

観光客が多く訪れ、交流あふれる戸沢村にする

地域の活性化を図る

戸沢村を有名にする

活気あふれる戸沢村

村にスーパーを作る

最上川を渡るロープウェーとカヌー特設コースを作る。

お店を増やす。

遊園地や屋外で遊べる施設を作る

白糸の滝ドライブインのリフォーム。周辺の活性化。

戸沢村にスーパーマーケットを作る。 

４つの小学校校舎を活用する方法を考える

土日に利用できる運動施設を作る。

熊のパトロール

地域の住民同士のつながりを深める。

スーパーや公園を作り、バスを走らせる。

自動車専用道路の出口付近に直売所を作る。

野良犬・猫の里親を捜し、野生動物の殺処分「０」

多くの転入者を呼べる環境・イベントを作る。

ゴミのない環境の道路を作る

高齢者との交流を増やし、戸沢村の伝統を守る。 

畑や田んぼの体験を行えるようにする。

農業体験用の宿泊施設を作り、都会の人に農業体験をしてもらう

山形県ふるさと納税ベスト８に入る 

地元の食材を生かしたお菓子屋さんをつくる。

廃校を利用して地域の遊び場にする。

〈
青
柳
琳
子
さ
ん
〉

「
住
み
や
す
く
、
活
気
あ
ふ
れ
る
戸
沢
村
つ
く
り
」

　
自
動
車
専
用
道
路
が
開
通
す
る
と
蔵
岡
〜
古
口
間
の
交
通
量
が
減
り
、

蔵
岡
地
区
の
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。
蔵
岡
〜
津
谷
に

橋
を
架
け
る
と
、
村
の
二
大
観
光
施
設
の
高
麗
館
・
ぽ
ん
ぽ
館
と
「
学
び

の
丘
」
へ
津
谷
駅
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
。
バ
ス
を
走
ら
せ
る
と
電
車

で
高
麗
館
や
ぽ
ん
ぽ
館
を
訪
れ
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

〈
土
田
璃
未
さ
ん
〉

「
高
麗
館
が
輝
く
村
づ
く
り
」

　
戸
沢
村
が
直
面
し
て
い
る
高
齢
化
社
会
の
対
策
と
し
て
、
定
年
退
職
直

後
の
「
若
手
高
齢
者
」
を
雇
用
し
て
、
「
後
期
高
齢
者
」
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
。
年
金
受
給
前
の
「
若
手
高
齢
者
」
と
「
後
期
高
齢
者
」

の
両
方
が
助
か
る
。

　
紙
面
の
関
係
で
全
部
を
紹
介
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
来
年
も
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

戸沢中生徒 が村に提言！戸沢中生徒 が村に提言！戸沢中生徒 が村に提言！
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蔵岡下通り線

◆
村
道
（
蔵
岡
下
通
り
線
延

長
）
認
定
と
整
備
に
つ
い
て

の
請
願

・
提
出
者

戸
沢
村
大
字
蔵
岡
１
１
１

採
択
さ
れ
ま
し
た

み
な
さ
ん
の

　
　
請
願
・
陳
情

議
会
日
誌
（
１
月
〜
３
月
）

1
月

2
月

3
月

継
続
審
査

採
択

継
続
審
査

み
な
さ
ん
の

　
　
請
願
・
陳
情

人

権

擁

護

委

員

の

推

薦

人

事

案

件

◇
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
」
の
復
活
を
求
め
る
請

願・
提
出
者

山
形
市
大
字
門
田
字
裏
城
１

農
民
運
動
山
形
県
連
合
会

　
　
　

会
長　

小
林　

茂
樹

・
不
採
択
の
理
由

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

に
代
わ
る
新
た
な
制
度
が
検

討
さ
れ
て
い
る
た
め
。

不

採

択

不

採

択

　

任
期
満
了
と
な
る
矢
口
信
一
氏
の
再
任
が
、
議
員
全
員
の

同
意
を
受
け
、
法
務
大
臣
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

矢
口　

信
一

　
　
　
　
　
　
　
　

住
所　

戸
沢
村
大
字
松
坂
３
６
４
ー
７

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

64
才

６
日　
　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会

11
・
12
日　

新
庄
湯
沢
道
路
同
盟
会
中
央
要
望

13
日　
　
　

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
講
演
会

16
日　
　
　

戸
沢
村
新
春
の
集
い

17
日　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

24
日　
　
　

第
１
回
戸
沢
村
議
会
臨
時
会

26
日　
　
　

例
月
出
納
検
査

27
〜
29
日　

沖
縄
市
産
業
ま
つ
り

　
　
　
　
　

最
上
広
域
沖
縄
交
流

28
日　
　
　

新
庄
祭
り
世
界
遺
産
登
録
記
念
事
業

29
日　
　
　

戸
沢
小
学
校
ス
キ
ー
大
会

１
日　
　
　

最
上
広
域
消
防
西
支
署
竣
工
式

３
日　
　
　

戸
沢
村
農
業
再
生
協
議
会
総
会

14
日　
　
　

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
総
会

　
　
　
　
　

最
上
県
勢
懇
話
会

15
日　
　
　

陸
羽
西
線
鉄
道
高
速
化
講
演
会

16
日　
　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
総
会

19
日　
　
　

第
３
回
角
川
雪
回
廊
物
語

20
日　
　
　

例
月
出
納
検
査

21
日　
　
　

予
算
内
示
会

21
〜
22
日　

最
上
町
村
議
会
正
副
議
長
会
議

22
日　
　
　

広
域
事
務
組
合
議
員
懇
談
会

　
　
　
　
　

広
域
連
合　

議
運
・
全
協

27
日　
　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会　
　
　

28
日　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

１
日　
　
　

最
上
広
域
連
合
議
会
３
月
定
例
会

２
日　
　
　

村
老
人
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
大
会

３
日　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　

地
方
創
生
調
査
研
究
特
別
委
員
会

４
日　
　
　

蔵
岡
紙
ふ
う
せ
ん
祭
り

６
日　
　
　

「
舟
下
り
議
会
」
船
中
意
見
交
換
会

９
日　
　
　

３
月
定
例
会
本
会
議

10
日　
　
　

本
会
議
、
予
算
特
別
委
員
会

13
日　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

水
田
畑
地
化
推
進
計
画
報
告
会

14
日　
　
　

常
任
委
員
会

15
日　
　
　

本
会
議

16
日　
　
　

戸
沢
中
学
校
卒
業
式

　
　
　
　
　

最
上
広
域
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
　
　

戸
沢
小
学
校
卒
業
式

23
日　
　
　

最
上
広
域
事
務
組
合
３
月
議
会

24
日　
　
　

例
月
出
納
検
査

　
　
　
　
　

村
内
保
育
所
卒
園
式

28
日　
　
　

広
域
連
合
監
査

　

早
坂
議
長
は
、
平
成
29
年
４
月
よ
り
、
最
上
地
方
町

村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
山
形

県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
及
び
、
山
形
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
議
会
の
第
２
区
選
出
の
議
員
に
就
任
し
て

お
り
ま
す
。

　

議
会
議
長
の
早
坂
文
也
氏
は
、
山
形
県
町
村
議
会
議

長
会
理
事
の
要
職
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
よ
り
特
別
表
彰
を
受
章
し
、
３
月
定
例
議
会

に
お
い
て
、
岡
田
副
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
形
県
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
、
議
長
職
５

年
以
上
の
功
労
を
称
え
、
自
治
功
労
者
表
彰
も
受
章
し

て
お
り
ま
す
。

早
坂
議
長

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
特

別

表

彰

早
坂
議
長

最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

　

　

　

会
長
に
就
任

蔵
岡
地
区
会

　
　
　

会
長　

芦
原　

光
喜

・
採
択
理
由

本
道
路
は
袋
小
路
を
解
消
し
、

災
害
時
及
び
緊
急
車
輛
の
円

滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
。

◇
「
共
謀
罪
」
と
同
趣
旨
の

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」

創
設
に
反
対
す
る
意
見
書
の

送
付
の
請
願

・
提
出
者

戸
沢
村
大
字
古
口
２
９
３
９

ー
２

戸
沢
村
労
農
協
議
会

　
　
　

議
長　

影
沢　

智
志

・
継
続
審
査
の
理
由

調
査
・
検
討
を
要
す
る
た
め
。

早
坂
議
長

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　
　
特

別

表

彰

早
坂
議
長

最
上
地
方
町
村
議
会
議
長
会

　

　

　

会
長
に
就
任

全国町村議会議長会特別表彰の伝達
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定
例
会
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o.123  平

成
29年

4月
28日

発
行

発
行
 戸
沢
村
議
会
／
責
任
者
　
早
　
坂
　
文
　
也
　
　
　
編
集
 議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
  印
刷
 新
光
印
刷
株
式
会
社

〒
999-6401 山

形
県
最
上
郡
戸
沢
村
古
口
270　

　
　
　
　
　
　
　
TEL 0233-72-2113／

FA
X 0233-72-3381

編集
後記

議会傍聴のお知らせ

6月6日㊋～7日㊌
本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

表
紙
の
言
葉

次の定例会の予定は下記のとおりです。

山形県  戸沢村

　

春
の
農
作
業
が
始
ま
り
、
い
か
に
も

戸
沢
村
ら
し
い
風
景
が
見
ら
れ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
が
、
作
業
を
し
な
が
ら
、

来
年
度
以
降
の
農
業
に
対
す
る
不
安
視

す
る
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

日
本
の
主
食
で
あ
る
米
や
安
全
な
野
菜

を
誇
り
を
も
っ
て
生
産
で
き
る
よ
う
な

農
業
政
策
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

最
近
、
世
界
情
勢
が
益
々
良
く
な
い

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
で
心
配
で

す
。
悲
惨
な
戦
争
だ
け
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
「
議
会
だ
よ
り
」

を
皆
様
に
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
い
、
村

の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
会
話
が
増

え
る
日
常
に
な
る
よ
う
今
後
も
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

　
　
　
　

議
会
広
報
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　
　
　

奨

　
こ
の
度
夫
婦
で
戸
沢
村
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
着
任
し
て
間
も
な
い
と
こ

ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど

の
地
区
に
も
戸
沢
村
の
こ
と

を
真
剣
に
考
え
て
お
ら
れ
る

方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

　
３
月
定
例
会
初
日
に

戸
沢
小
学
校
６
年
生
の

皆
さ
ん
か
ら
議
会
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
き
、
一

般
質
問
で
は
村
議
会
議

員
と
村
長
の
や
り
取
り

を
真
剣
に
聞
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう豊かな自然に四季のかおりと舟唄のこだまする村をつくろう

39億9,800万円を可決

学校給食の無償化～農業政策、診療所……7議員登壇  

  産業建設常任委員会・総務文教常任委員会
3月定例会 平成29年度一般会計予算

平成29年度　

特集：戸沢中学校3年生が村に提言！
みなさんの請願・陳情

地域おこし協力隊が来ました！

一般質問

2p

4～6p

7p

16p
14p・15p

18p

3p 委員会報告
一般会計・特別会計予算の審議

人事案件　議会日誌（1月～3月）

39億9,800万円を可決

特集：戸沢中学校3年生が村に提言！
みなさんの請願・陳情

委員会報告

一般会計・特別会計予算の審議

地域おこし協力隊が来ました！

地域おこし協力隊が来ました！

た
。
そ
ん
な
方
々
一
人
一
人

の
想
い
が
集
ま
っ
て
最
上
川

の
よ
う
な
大
き
な
流
れ
に
な

れ
る
よ
う
地
区
の
垣
根
を
越

え
る
橋
渡
し
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

｠

地域おこし協力隊が来ました！

鶴川慶三さん・幸代さんご夫妻

鶴川 慶三さん（32歳）＆鶴川 幸代さん（31歳）鶴川 慶三さん（32歳）＆鶴川 幸代さん（31歳）




